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道 標 　子どものセーフティネット～チームとしての学校の在り方について～

セーフティネットとは「安全網」のこと。高所で作
業をする人の転落防止のために張る網のことである。
ここから転じて，生活の困難（病気，解雇，生計の中
心者の死亡等）でも，安心して生活を続けられる制度
を指す言葉として用いられている。
いじめ，学力不振，虐待等が社会問題となり，格差

社会という声も聞こえる今日，就学支援対象児童の増
加も見られ，６人に１人の子どもが貧困に悩んでいる
ともいわれている。その背景は経済的な理由だけに限
らず，多様で複雑化しており，学校だけでは解決でき
ないようなことも数多くある。
平成 28年６月３日に「児童福祉法の一部を改正す

る法律」が制定・施行された。第１条において，児童
は適切な養育を受け健やかな成長・発達や自立等を保
障されること等が明確化された。これまで，児童福祉
の対象として位置付けられていた存在から「権利主体」
に転換が図られたのである。児童虐待の発生防止，児
童虐待の迅速・的確な対応策も示された。
子どもが持っている資質や能力の十分な発達を妨げ

る数多くの問題と向き合っていくために，学校はどう
すればよいのか。一人一人の子どもたちにとってより
よい支援を行っていくためのチームとしての学校の在
り方について考えていきたい。


